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例会報告（平成２１年５月２８日） 委員会が協賛で「山武市の善光寺如来像と幻の中世

武士団南郷氏、戸田氏」と題して特別講演が行われ

ました。郷土の歴史を知るということも、これから

のロータリー運動を展開する上では大変大事なこと

だと思います。

　当クラブからは、主催者側である勝覚寺住職の小

杉会員、私(冨)と菅井会員、土屋会員、石田会員、

それから後援をされております齋藤新聞の齋藤会員

と６人が出席をいたしました。

　内容と致しましては、本年、長野善光寺のご開帳

に合わせて、山武市内に所在する善光寺式阿弥陀三

尊像にスポットを当てて解説したものです。

　また、その三尊像が当地域に伝播した由来と、そ

の造像主の可能性が在るとされる千葉氏の系統であ

る山武地域を本拠地とする一族の戸田氏・南郷氏の

鎌倉期の姿を追うことによって、一族がどのように

かかわっていたのかなど、歴史絵巻を紐解きながら

郷土の歴史を勉強することができました。

　まず、講演の内容からして地域やその文化を知る

為には、郷土の歴史（ルーツ）を知ることが大事だ

なということを、改めて認識をさせられました。

　このたびの特別講演は、地域の人達に、地域の歴

史を知っていただくことや歴史感を持っていただく

ことを目的として、聴講料は無償で小杉会員を含む

関係者の善意の下で行われたものでございました。

　ここで皆さんに改めて申し上げたいことは、小杉

会員は、成田空港南ロータリークラブの会員とし

て、また一ロータリアンとして、また僧侶という職

業人として素晴らしい社会奉仕及び職業奉仕の実践

をされておられるということです。これからも、地

域の為にもこのような活動を是非継続してお願いし

たいと思います。
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例会終了後，ファイヤーサイドミーティング

  みなさんこんばんは。５月も本日で最終例会とな

ります。本日は例会の後、鈴木年度に向けまして、

全体でのファイヤーサイドミーティングを行う予定

に成っております。

　さて、先の例会で当クラブの小杉会員からご案内

の在りました通り、この17日(日)に山武市中央公民

館にて山武仏教文化研究会の主催並びに山武市教育

会長挨拶



会務報告　続きまして、このところの例会で特に会員卓話を

増やしておりますが、皆さん水を得た魚の様に素晴

らしい卓話をされるのに、只々驚くばかりでござい

ます。

　会員の皆さんは実業と専門職務に携わる方々で

す。職業上の多くの経験と卓越した専門知識をお持

ちの会員が多数いらっしいますので、その方々に、

卓話の機会をもっていただくことは、職業を理解

し、会員相互の親睦や理解を深める上にも、大変意

義のあることではないかと思います。

　又、卓話の文章を纏める為に、当然そこに学習と

いうプロセスも発生して来ますので、ロータリーの

職業奉仕の推進という観点では極めて役立つものと

も思われます。

　具体的に申し上げますと、私自身の経験からでも

ありますが、何よりも得るものが大きいことと言え

ば、ロータリーからの学びを職業奉仕や社会奉仕の

実践として、会員の皆さん自身が、今現在自らの生

業や地域社会にどのように影響を与えているのかを

改めて客観的な視点で自己分析ができ、再認識をす

ることが出来ることでないでしょうか。

　年中行事的なイベントとか、新聞等を読めば分か

るような行事紹介的な卓話は余り好ましくは無いと

言われておりますが、ただし、それに付随した新事

業やイベントの狙い・精神的なことを語るものは決

してこの限りではないと思います。

  会員卓話は然る事ながら、行政や経済、そして福

祉や医療、教育や文化、地球環境等各方面で中心と

なり、または先進的活動をしていただいている有益

な外部卓話者の方々にもどんどん卓話をいただき、

会員に感銘を与える卓話、「たとえば今日はどのよ

うな新しい刺激を受けるかと例会に出席するのが楽

しみとなるような卓話」などは、会員のモチベー

ションを上げ、会員増強や退会防止にも当然繋がる

ものではないかと思います。

是非、次年度のプログラムにも多くの卓話を取り入

れていただくことをお願いしたいと思います。

例会後に、次年度に向けてファイヤーサイドミー

ティングが予定されておられますが、是非参考にし

ていただきたいと思います。

１．地区主催テイスティング・セミナーとチャリ

ティーディナーが開催について

　５月２２日（金）１７：００～ホテル　ザ・マン

ハッタンで地区主催テイスティング・セミナーと

チャリティーディナーが開催されまして、私（冨）

と菅井会員、土屋会員の３名で参加致しました。

２．会長・幹事会開催について

　　明日の２２日（金）に茂原東ＲＣがホストで会

長・幹事会が開催されます。私と小林幹事の２名で

出席予定です。

３．移動例会について

　６月１１日(木)は通常例会を移動例会に変更し、

銚子の猿田神社で行わせていただきます。

当日は、当クラブの繁栄並びに会員各位の事業の安

泰を祈願して、ご祈祷をお願いする予定でおりま

す。そして、次年度地区職業奉仕委員長でも在り、

猿田神社の宮司でもあります猿田様から卓話をお願

いすることになっております。

交通手段につきましては、後程小林幹事の方からご

連絡申し上げます。

①『友』インターネット速報№381(5月19日号)№

382（5月26日），ハイライトよねやま111号が届い

ております。

②2008-2009年度年次大会記念誌が届いておりま

す。

③６月のロータリーレートは，１ドル＝98円

④週報受領クラブ

・八日市場Ｒ.Ｃ.　　多古Ｒ.Ｃ.　　旭Ｒ.Ｃ.

幹事報告



◆ 次年度職業奉仕委員会

　　　　　　　            委員長　　冨　　一美

１．方針

・ＲＩテーマ「ロータリーの未来はあなたの手の

中に」に基づき、的確に行動する。

・ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強調

する。

・職業奉仕の理念を会員に分かりやすく説明し、

理解されるよう努力する。

・日常のロータリー活動を通じて、「職業宣言」

が推進されていくよう会員に勧奨する。

　特にＣＳＲ（企業の社会的責任）の推進に留意

する。

・地区職業奉仕室が主催する「職業奉仕セミナー

に、多くの会員に参画してもらうよう努力する。

２．具体的な計画

・職業奉仕月間の卓話

会員相互の職業と職業倫理の考察を深めるため、

適切な演題とスピーカーを選定する。

・職業奉仕見学会の実施

適切な候補先を選定し、職業奉仕見学会を準備す

る。

・「職業宣言」

　職業奉仕月間の期間内に「職業宣言」を会報に

掲載し、会員にその理想の啓発を徹底する。

・会員卓話

クラブ管理運営委員会（プログラム担当）と連帯

し、会員卓話の機会を増やしていただき、ロータ

リーの職業奉仕の推進を図る。

・四つのテストの斉唱

　毎回の例会で、四つのテストの斉唱をする。

３．委員会

・委員会は、必要に応じ適時開催する。

「今日からそして明日へ」

　

　こんばんは，渡辺です。卓話をしろという電話を

いただいていろいろ考えたのですが，夜間例会とい

う事で，専門的な事でなく，最近感じていることを

話させていただきます。

　題目にした「今日からそして明日へ」は吉田卓郎

が復活嬬恋コンサートの最後に参加者すべてと歌っ

た歌で，

　　”私は今日まで生きてみました

　　　時には誰かの力を借りて

　　　時には誰かにしがみついて

　　　私は今日まで生きてみました

　　　そして今　私は思っています

　　　明日からもこうして生きて行くだろうと

楽しい事，つらい事，嬉しい事，悲しい事――人生

いろいろあっても，いばることも，卑下することも

なく，生まれきたからには大地にもどる時まで，タ

ンタンとしっかり生きることが大切だと歌っている

ように思えるのです。そんな自然体が好きです。

（但し，正しい歌名は今日までそして明日からでし

た）

　昨年私は再入会したのですが，以前は進められる

ままに，何も考えずに入って行事に参加するだけ

で，いつしか仕事が忙しくなったら負担に感じてし

まいました。いろんな人と知り合いになれたメリッ

トはあったのですが，意義を見出せないままに退会

しました。今回誘いを頂いて再入会しましたのは，

私56才になるのですが，現在の電気工事業をしっか

り営みながら何か年齢的にこれから新しいことが出

来ないか（仕事も趣味も含めて）いろいろ思い描く

ことはあるのですが，それを探すためにもロータ

リーでたくさんの人達と知り合い，話をする中で新

しい刺激や発想があるかなと思いました。そのため

にも，いろいろ行事や，へたなゴルフもできるだけ

参加したいと思います。よろしくお願い致します。

　コミュニケーションと言うことで，私，現在社交

ダンスをしています。同好会としてダンスをやろう

という話があって，でもまだ何も進んでいない事を

お許し下さい。

渡辺　孝文　会員

会員卓話 　ダンスは音楽を聴きながら体を動かし，結構運動

量があり健康のためにいいと思うと同時に，老若男

女ともコミュニケーションがとれるよい趣味だと思

うのですが，とっつきにくいところもたくさんある

ので，皆さんにご理解して頂けるように自分の出来

る所から頑張っていきたいと思います。

委員会報告



◆ 次年度会員増強･退会防止委員会

　　　　　委員長　　土屋　俊夫

・純増２名、女性の入会を積極的にはたらきかけ

ます。

・退会防止活動としてロータリー活動に参加でき

るように活動いたします。

◆ 次年度クラブ広報委員会

　　　　　　委員長　　内田　裕雄

　地区協議会の研修資料等を参考に、ＲＩ、地区

及び会長の方針を踏まえ、更に各委員会と協調を

図り乍ら、会員に向けてのＲ情報の雑誌、入手し

た有益と思われる資料等迅速に配布致します。ク

ラブの活性化、満足感のある楽しい雰囲気作りに

資するように務めます。

　又、ＣＬＰ導入によって、地域社会に向けて、

ロータリー活動の成果を発信して、多くの方々に

理解を深めてもらうことが重要視されていますの

で、次に具体的な活動計画を記したいと思いま

す。

「活動計画」

１．会報の編集発行

２．ロータリー活動を地域社会に伝達する為に

「ロータリーの友」「ガバナー月信」と併せて成

果を収めた注目すべき活動や行事の広報資料を作

成し、自治体など公的機関、病院、図書館、常時

人の集る場所に配布し、広くロータリークラブの

ＰＲに供したい。

３．ＩＴ時代にふさわしいＨＰの充実を図りま

す。

４．最も特筆する社会奉仕活動など、メディアに

取り上げてもらうよう働きかける。

５．「成田空港南ロータリークラブ」と名称変更

にちなみ、空港に直近の芝山千代田駅構内にロー

タリーの看板を設置させてもらう。

６．新入会員を主とした、優秀ロータリークラブ

へのメークアップを計画します。

◆ 次年度奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会

　　　　　　　　　  環境保全担当　秋葉　講一

◎サケの稚魚の放流事業について

  昭和５１年度から、横芝光町では、漁業資源の

確保と環境保全を目的に、サケ回帰の南限として

も有名な栗山川へサケの稚魚を放流しています。

これまで約２,０００万尾を放流し、このうち帰っ

てきたのは確認されているものだけでも、１５,０

００尾にのぼっています。

◆ 次年度クラブ管理運営委員会

　　　　　　委員長　　小林　定雄

　今年度幹事に続きまして、次年度クラブ管理運

営委員長を仰せつかりました小林です。どうかよ

ろしくお願い致します。

　次年度のクラブ管理運営委員会の構成は、ＳＡ

Ａ、出席、親睦、プログラムの各担当で活動しま

す。

活動方針としましては、ＣＬＰ２年目を向かえ長

期計画と数値目標を継続して行いまして、会員間

の親睦を深め、全会員参加の楽しく充実した活力

のあるクラブを運営してゆきます。

《活動計画》

◎ＳＡＡ

・前年度に引き続き例会時に「４つのテスト」を

全員で唱和します。

◎出席担当

・欠席会員を少なくするように欠席会員に会報、

ロータリーの友、ガバナー月信を送付します。

・年間の出席記録をつけまして模範的な会員を表

彰します。

◎親睦担当

・親睦を深める為、米山記念館、伊豆方面に１泊

２日で親睦旅行を計画します。（２月下旬頃に予

定しています）

・観月会は、なるべくファミリーの方に気軽に参

加して頂けるように企画したいと思います。

・１月に成田山に参拝し、新年会を行います。

◎ プログラム担当

・例会時の会員卓話の充実を図ります。

担当リーダーを中心に委員会全員で執り行ってい

きますので、ご協力をよろしくお願い致します。



◆ 次年度新世代委員会

　　　　               リーダー　　小川　佐内

基本方針として

山武市・横芝光町・芝山地域の学校や青少年団体

との連絡を図り、子供たちの健全育成と体力の向

上をはかるために、協力していきたいと思いま

す。

今年度ＲＹＬＡは東京増上寺にて１泊研修が行わ

れましたが、来年度はさらにたくさんの方々に参

加していただけるように取組んでまいります。

またほかの委員会とも協力して子供たちを取り巻

く社会環境や問題解決の為の助けになるように活

動していきたいと思います。

◆ 次年度Ｒ財団委員会

　　　　　　　　　　　委員長　　向後　雅生

　ロータリー財団の使命は，国際レベルの人道的

教育的文化交流プログラムを通して世界理解と平

和を達成しようとする国際ロータリーの努力を支

援する事である。

１．ポールハリスフェロー・マルチプル・米山功

労者・ベネファクターへの協力とお願い

２．４名の目標を予定しております。

３．年次寄付，１人当たり 100ドルの通常寄付の

お願いを致します。

　現在は、栗山川沿岸の自治体、栗山川漁業協同

組合などで「サケ放流事業協議会」を設立し、横

芝光町町長が会長を務めております。また、その

事務局は横芝光町役場産業振興課内にあります。

　この事業は、例年里親事業※下記参照を行った

方々を対象に、３月上旬、栗山川下流近くにあ

る、横芝光町「光クリーンパーク」脇の栗山川に

育った稚魚を放流をしているものです。本年は、

３月１０日に、近隣の小学生２３６名による放流

式を行いました。

　また、当日この場所に来ることが出来なかった｢

里親｣は、その付近の栗山川水系に、各自で放流し

てもらっております。

今年は、多古町の道の駅脇栗山川や、芝山町の高

谷川などで放流式が行われました。

　今後、当ロータリークラブで協賛をすると成れ

ば、放流式に参加した小学生等へ、何らかの｢記念

品｣を贈呈したり、環境保全を訴える｢看板｣を設置

したりすることが考えられると思います。

※里親事業

１０月から１２月にかけて、栗山川漁業協同組合が、

栗山川に遡上してき　た鮭を捕獲し、人工受精した卵

を、近隣の小学校などに配布し、１月上旬～　３月上

旬まで育てていく頂く事業です。

◎栗山川堤に植樹した桜の、下草刈り事業

１．実施の趣旨　栗山川の堤防に植樹した桜並木

の下草を刈り取ることで、周辺の自然環境を向上

させ、桜の生育を促進させる。

２．実施場所　栗山川の旧横芝町側で、木戸橋の

上流。

　堤防の裾の部分で、延長約３５０メートル

３．現況

　・堤防の上面から桜のある裾まで、ほぼすべて

の場所において、雑草が繁茂している。

　・場所によっては、人の背丈ほどもある。

４．草刈り作業の内容

　・桜の木が、だいぶ大きく成長しているので、

雑草の上部に枝を広げており、生育に支障を来す

ことは考えにくいので、裾の部分（桜のある部

分）のみを刈り取ることでよいと思われる。

　・ただし、周囲の自然環境を考えると、法面を

含めた刈り取り作業が望ましい事は捨てがたい。

その場合には、かなり多くの労力が必要となる。

５．草刈り作業に要する労力

　・上記内容で、刈り払い機による作業で、およ

そ６時間程度と思われる。

　・ロータリーメンバーの、奉仕による作業とし

てはどうかと考える。

　・法面全体を草刈りする場合には、業者に委託

することになるであろう。

６．草刈り作業に要する費用

　・裾面のみ（ロータリーメンバー）の草刈り作

業であれば、作業機借用の謝　礼及び燃料代、茶

菓代として、３万円程度であろう。

　・業者に委託して、法面全体を草刈りする場合

には、十数万円程度が必要で　あろう。

７．追記

　植樹範囲の中に枯死した部分があるので、補植

してあげると良い。（１０本程度と思われる）



◆ 次年度ＣＬＰ委員会

　　　　委員長　菅井　直秀

　３ヶ月に一度ＣＬＰ委員会を開催し，各委員会

の目標，年度予定に対しチェックをして行きま

す。

　そして，当クラブのめざすＣＬＰは以下のとお

りです。

（１）ＣＬＰは手段です。目的ではありません。

ＣＬＰのねらいは、奉仕活動を実践する上で、ク

ラブの体質強化、クラブの活性化です。活性化、

体質強化には様々な取り組みがありましょうが、

ＣＬＰは有効な手立てです。待ちの姿勢では活性

化にはなりません。

（２）３期に亘る会長・幹事を中心にした議論と

合意が大切です。それがＣＬＰ委員会です。理

事・役員を含め、クラブ内にＣＬＰの理解協力者

養成が必要です。

（３）奉仕活動ではクラブの強みを伸ばすことが

大事です。 強み（コア・コンピタンス）は何か、

強化すべきは何か。

（４）ＲＩとクラブ定款に背馳しない範囲での自

由度（多様性、独自性、柔軟性、継続性）を 満喫

すべきです。

（５）ＣＬＰは専門家を育成する手段です。３期

の留任で当該職務に精通する仕組みを作る。（委

員長は担当業務の専門家）

（６）クラブの指導者育成の延長線上に地区での

活躍が期待されています。（会長・幹事経験者、

専門性の高い委員長経験者）

（７）奉仕プロジェクトは活動ニーズの把握から

取り組む、対策指向では成功しません。

（８）広報は奉仕プロジェクトや委員会活動と一

体化した推進を行い、関係先との平常での接触

を。

（９）ロータリークラブの活動に完成はありませ

ん。 問題解決への挑戦を恐れない取組みが求めら

れます。優れた事例の研鎮（ベンチマーキング）

は有効な手段です。

（10）上記事項の推進には、たゆまぬ人材育成こ

そ最も注力すべき手立てです。

※コア・コンピタンス：企業の競争力の中核を構成す

る得意分野

  ※ベンチマーキング：優良企業と比較し、その差を

埋めることで改善・改革を図る経営手法

冨一美君

　　…今月もありがとうございます

土屋俊夫君

　　…1952製のローライフレックス（カメラ）を

　　　入手しました

渡辺孝文君

　　…卓話をさせて頂きます

小杉秀文君

　　…講演会と特別公開が無事に終りました

花澤文男君

　　…結婚記念祝，誕生祝をいただきました

本日計  　13,000円

累　計   991,211円

ニコニコボックス

例会日 会員数 出席

5月28日 46 38

MU ％

8 100.0

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

会長幹事会より６分区内クラブ会員数の報告

　　　　　　　　　　　 平成21年5月29日報告

クラブ名 期首 前回発表
(4月10日)

茂　原 65 63

現在
期首より

増減

63 -2

東　金 33 34

大　原 16 16

35 +2

16  0

大多喜 18 17

成田空港南 42 46

17 -1

46 +4

茂原東 32 32

茂原中央 26 26

32  0

26  0

大　網 31 31

東金ﾋﾞｭｰ 27 28

31  0

28 +1

合　計 290 293 294 +4


